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第１号議案
２０１０年度 事 業 報 告 書

２０１０年４月１日から２０１１年３月３１日まで
法人の名称
特定非営利活動法人藤沢災害救援ボランティアネットワーク
略称：ＦＳＶネット

１ 事業の成果
１．１自主防災組織による地域防災力の向上支援と会員の拡充

ＦＳＶネットの存在を地域の自主防災組織に理解していただき、当ネットワークへの加入に
より日頃から顔の見える関係づくりとＦＳＶネットを活用した地域防災力の向上促進と支援
を行いました。

１）会員数 団 体 ２１団体（２０） 個 人 ８１人（８５） （内）前年
△４人は個人から団体へ

運営委員 ２２人（兼事務局長１） 事務局３人 （2011年３月３１日現在）
役 員 １７人（理事兼運営委員１１ 理事３ 理事兼事務局３）

２）会議の開催状況
総 会 ２０１０年６月２７日（日）
運営委員会 ２０１０年 第１回 ４月９日（金） 第２回 ５月１３日（木）

第３回 ６月８日（火） 第４回 ７月２９日（木）
第５回 ８月１９日（木） 第６回９月９日（水）
第７回１０月１９日（火） 第８回１１月１１日（木）

２０１１年 第９回 １月１３日（木） 第１０回２月１０日（木）
第１１回３月１７日（木） 計１１回

県ネット会議 2010年度総会 ２０１０年６月 ５日（土）
運営委員会 ２０１０年６月 ５日（土）、９月２４日（木）１２月２０日（月）

２０１１年３月１１日（木）計４回
事務局会議 4月14日 5月14日 6月21日 7月26日 8月16日 9月13日 10月18日 11月15日

毎月曜日 2011年1月17日 3月14日 計１０回

３）地域防災力の向上支援
３）－１．災ボラ支援のための防災マップ
（１）六会コーディネーター会 （NIED支援事業）

７／２１ ｅコミマップ講習会 天神会館 １４名
（２）鵠沼石上町内会 （NIED支援事業）

８／１４ ｅコミマップ講習会 鵠沼石上町内会館 １２名
（３）天神町内会 （NIED支援事業）

８／１５ 避難施設運営ＷＳ開催 事前説明会 天神町内会 １７名
（４）神奈川県におけるe防災マップコンテスト広報普及支援 ５１名

６／２４ポスター及びチラシ等の配布 総会資料に同封２１団体
利用説明会7/21六会VCo 7/26KSV事務局会議30部 8/14石上,8/15天神にてＰＲと配布
１０／７ 神奈川県におけるe防災マップコンテスト広報普及支援業務報告書作成

３）－２．研修会・講演会
（１）足柄地区防災リーダー研修会 ３０名

７／１４ 13時から ＦＳＶの活動紹介（防災リーダーについて） 水島
（２）講演 演題「～中越大震災と中越沖地震を被災して～柏崎市北条地区の取り組み 」 ７０名

６／２７（日）午後２時から （受付１時30分）会 場 藤沢産業センター７階会議室
講師 北条地区コミュニティ振興協議会 会長 江尻東磨

（３）講演 演題「自主防災のあり方と要援護者」 講師大田哲夫氏 ６０名
２／１９（土）湘南大庭防災リーダーの会 14:00～15:30 湘南大庭市民センター

（４）研修 被災地体験から学ぶ ２５名
１０／９（土）ニコニコ自治会災害ボランティア会： 水島

（５）研修 二次災害を防ぐ安心 コープの防災力 ８０名
１／２６（水）新横浜ユウホール10:00～「災害ボランティアの役割としくみ」水島

（６）六会コーディネーター会スキルアップ実施 ２１名
７／６（火）実施内容事前打ち合わせ：市民センター第１会議室 水島
７／２７（火）スキルアップ研修 19時～ 水島
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３）－３．藤沢市における災害情報コーディネーター実証実験支援 （NIED支援事業）
災害情報コーディネーター研修 １２名×２ 延べ２４名 ２４名
内容：GPS対応の携帯電話を用いた災害情報の投稿訓練：２回開催
第１回９月１６日（木）１７時～新館７F４会議室 １２名
第２回１０月５日（火）１７時～新館７F５会議室 １２名
内容：GPS対応の携帯電話を用いた災害情報の投稿訓練
１／２７（木）「災害情報コーディネーターの育成講座」開催の打合せ産セ 18:00～ ９名

森井、水島、稲葉、武司（次）、武司（美）、堤、佐藤、大田、岡添
３／２１（月）「災害情報コーディネーターの育成講座」の開催を決定
会場：市役所新館７階 第７会議室
カリキュラム・募集パンフなど内容の確認を行った。
注記）３．１１東日本大震災による計画停電等で延期

３）－４．取材対応
８／ ９ 帰宅困難者対応訓練 14時～産業ｾﾝﾀｰ６Ｆ 湘南ﾘﾋﾞﾝｸﾞ渡辺、水島

ﾘﾋﾞﾝｸﾞ湘南・平塚・大磯・二宮8/26・27配布一面に掲載
（藤沢市、茅ヶ崎市、鎌倉市、平塚市、大磯町、二宮町 約21万部）

１２／１６ 村岡中学２年生４名訪問取材「社会に貢献している人」対応：森井

３）－５．講座の開催
（１）災害救援ＶＣｏ養成講座（中級編） １０名

２０１１／２／２６（土）、２７（日）
会 場：藤沢市役所 職員会館３階第４・５会議室
作業会：２／１５（火）１４時から 藤沢社会福祉協議会 ２階 水島、稲葉、森井

（２）出前講座
○六会会場 災害救援ＶＣｏ養成講座（初級編） ９名
10/30,31 初級講座（第１回）六会地区の回覧で公募、市内はパンフを各市民センターに
作業会：１０／２２ 19時から 市民ｾﾝﾀｰにて実施
スタッフ確認 １０／３０（土）：小林、他６名１０／３１（日）：７～８名予定
注記）１０／３０は台風１４号が東海地方に迫ったため３１日を含め延期した

延期日程は１２月２５日の市広報に掲載（原稿は１１／２５提出）
実施日程：２０１１年２月１２日（土）、１３日（日）
会 場：藤沢市 天神町会館
スタッフ事前打ち合わせ日：２／ ２（火）場所：天神会館 時間：１５時から

○鵠沼会場 災害救援ＶＣｏ養成講座（初級編） １７名
開催日：１１／２７、２８ 広報掲載10/25 〆切11/12
作業会：１１／２４：社協２階 １４時から 長谷川、石黒、稲葉、大田、水島

（３）伊勢原初級講座「避難施設運営ＷＳ」 ２１名
１０／２９ １３時から 伊勢原シティプラザ３階研修室 水島、大田 NIED坪川
主催：いせはら災害ボランティアネットワーク 、社会福祉法人伊勢原市社会福祉協議会
協力：藤沢災害救援ボランティアネットワーク

３）－６．その他
１／３０ 防災ラジオドラマコンテスト表彰式（東京国際フォーラムﾎｰﾙD5
最優秀賞 受賞者 南橘町内会 大田
放送：ＮＨＫラジオ H23年１月１７日（月）午前８時３５分～１０時５５分

１．２ 関係団体、行政との連携強化
災害発生時にＦＳＶネットが効果的に機能するためには、社会福祉協議会をはじめとして
関係団体や行政と平常時から連携・協力を積極的に進める必要があります。藤沢市が実施
する総合防災訓練に参加し、関係諸団体と共同で事業を進めることを通して連携の強化を
はかりました。

１）藤沢市総合防災訓練に参加 会場：滝ノ沢中学校
８／１９ 藤沢市総合防災訓練準備会 15時から 社協 ５名
８／２８ 第34回総合防災訓練用品搬入 15時から ４名
８／２９ 第34回総合防災訓練に参加 本部、六会支部連携訓練実施 ４６名

２）帰宅困難者対応訓練（藤沢→平塚）ｴｲﾄﾞｽﾃｰｼｮﾝ運営
７／１３ 首都圏統一帰宅困難者対応訓練神奈川（藤沢→平塚）第２回運営委員会 森井、水島
８／１９ ｴｲﾄﾞｽﾀｰｼｮﾝ運営分担決定 ＦＳＶ第５回運営委
８／３０ 首都圏統一帰宅困難者対応訓練 第３回運営委 市職員会館 森井 水島

１０／２ 帰宅困難者対応訓練（藤沢→平塚）ｴｲﾄﾞｽﾀｰｼｮﾝ運営実施 ８名
ＡＳ運営８名 森井,水島,石黒,大田,稲葉,小林,大田,鷹野
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１１／１０ 首都圏統一帰宅困難者対応訓練実施結果まとめ 第４回運営委 水島
２／１６ ２０１１年帰宅困難者対応訓練企画打合せ 市職員会館 古郡 森井 水島

３）地域防災訓練への参加と支援
９／１２ 鵠沼地区防災訓練でサテライトセンター展示（鵠南小学校）８時集合 ６名

１０／３ 災害救援ボランティアセンター（鵠沼支部）開設・運営訓練 ３９名
参加者 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ２３ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ１６ 総計３９名

主催：藤沢災害救援ボラセン鵠沼支部設置準備会、ＦＳＶネット
共催：鵠沼市民センター 後援：藤沢市社会福祉協議会

１１／０７ 六会地区総合防災訓練 参加者１１２８名 １１２８名
１１／１３ 善行地区総合防災訓練 大越小学校校庭 ４名

FSV訓練項目
○避難者情報受付取扱訓練：避難者登録シートに必要事項を記入する訓練
受付係（２名） 避難参加者（自由参加） 森井

○簡易トイレ設置訓練：防災備蓄資機材の簡易トイレを組み立てる
コーディネーター役（ 受付～派遣～報告 ２名） 永井、近野
ボランティア役 （各ブロックから２名）

４）防災ギャザリング
１／２２ 防災・減災活動体験フェアー 防災ギャザリング2011

会場：横浜市民防災センター及び沢渡中央公園
受付：９時３０分 参加費３００円

１／２５ 神奈川の災害ボランティア活動の向上をめざして・・・学び交流しよう
会場：かながわ県民サポートセンター２階ホール
時間：１５時～２０時 参加費５００円

１／２５ 防災ギャザリング交流会 水島 「受援力」内閣府
５）地域コミュニティーとの交流会 ７名

ご当地防災炊き出し 六会地区から７名が参加
大規模災害時の 災害ボランティアや疎開の受け入れや、地域の特産品を用いた炊き出しによ
り、顔の見える広域相 互援助のあり方について意見交換を行います。
開催日時 2010年7月30日（金）場所 独）防災科学技術研究所 つくば市豊里ゆかりの森
交流対象地域
柏崎市北条地区（25名）
北条地区コミュニティ振興協議会、北条市民レポーター、小中学生と保護者

藤沢市六会地区（7名）
特非 くらし・環境・再生ネットワークひまわり 、六会地区防災リーダー連絡会、
六会地区災害救援ボランティアコーディネーター会、藤沢市六会市民センター

つくば地域（約20名）
つくば自立生活センター「ほにゃらキッズ」、つくば市社会福祉協議会、茨城レスキュー
・サポート・バイク、つくば市民レポーター、小学生と保護者

主催 ： 独立行政法人防災科学技術研究所 協力 ： ラヂオつくば
６） １２／０９ 第３回災害リスク情報プラットフォームシンポジウム ７名

「ｅコミュニティ・プラットフォームの現在と未来」
－「知」と「絆」で高める地域防災力－ 堀、佐川他２名、森井、大田、水島

７）東日本大震災による被災者受入に伴う一時避難所（石名坂）での支援活動 ６名
受入担当部署の市民自治推進課や施設管理を指定管理している(財)藤沢みらい創造財団ら関係者を
交え受入に関する具体的な役割分担を決定した。
記 録
受入を担当している、市民自治推進課杉山氏より、
資料＜東北地方太平洋沖地震 避難者受入体制（藤沢市）＞にて状況の説明があり、関係者への協
力と支援を依頼した。
その後、経過を追った説明と意見交換を行った

３／２１ つくば市災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰからの要請で、避難施設で災ボラのコーディネートのアドバイス
とサポート、受入時の混乱した状況などを資料を用いて報告。森井、水島

３／２２ 藤沢市でも受入をすることになり、事前の打ち合わせを保健医療福祉課、社協、ＦＳＶ
で開催し、受入について基本的事項とおおまかな役割について確認した。

３／２３ 石名坂温水プールにて、多目的室の区画表示、壁面鏡の被覆、掲示板、日用品、お茶など
の受入準備を行った。
洗濯機、冷蔵庫、テレビについては、市民自治推進課にて手配
緊急電話・ＦＡＸ、インターネット、携帯電話充電器等の設置はＮＴＴ東日本に依頼
◎藤沢に身を寄せている方２組が下見にこられた。

３／２４ 入居開始
３世帯 ７名が入居

一次避難所での支援についての確認事項



- 4 -

・施設管理：指定管理者／藤沢みらい創造財団 管轄／生涯学習課
・入居までの対応：市民自治推進課（杉山、山口）
・入居後の相談窓口：保健医療福祉課（中丸）日勤・夜勤／市内避難施設従事者が交代で
・ボランティア対応：社会福祉協議会（中村） ＦＳＶネット（水島）
※ボランティア登録は社協で一括管理し、情報はＦＳＶと共有してニーズに応じボラン
ティアの派遣を行う。

８）街頭募金の実施 （ ）名
３／２０（日）藤沢ＹＭＣＡを支援 １０時～１２時 江ノ電藤沢駅付近 １３名
３／２７（日）推進センターを支援 １０時～１２時 サンパール広場 １１名
※参考４／２（土）藤沢ＹＭＣＡを支援 １４時～１６時 ＪＲ南口 ８名

地区１ 地区名 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ数
1 片瀬 ４

2 鵠沼 ８１

3 辻堂 １１

4 村岡 １３

5 藤沢 ２３

6 明治 ８

7 善行 ２８

8 湘南大庭 ４８

9 六会 ５０

10 遠藤 ２４

11 湘南台 ７

12 長後 ９

13 御所見 １

藤沢市内 ３０７
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２ 事業内容
（１）特定非営利活動に係る事業
①市民活動及びボランティア活動を行う団体・個人のネットワーク化の推進

ネットワーク化のためのワークショップ開催
項目 計画 実績

①日時 ２０１０年４月～２０１１年３月 2010/7/21-8/15 天神会館 31
②場所 藤沢市総合防災センター、 8/14 石上町内会館 12

地区市民センター 2010/6/24-10/7 事務局 51

③従事者人員 ５人 ５人
④対象者 ２０人 ９４人
⑤支出見込額 １５０，０００円 ７８９，８５０円

②災害時の活動・拠点及び情報伝達手段の整備、体制づくり
サテライトセンター設置支援
項目 計画 実績

①日時 ２０１０年４月～２０１１年３月 2010/ 9 /12 鵠南小 6
②場所 地区市民センター 2010/10/3 鵠沼市民ｾﾝﾀｰ 39
③従事者人員 ５人 ５人
④対象者 ４０人 ４５人
⑤支出見込額 ４５，０００円 ６６，０４０円

③災害時を想定したシミュレーション訓練、各種講座の開催、広報啓発
ア 災害救援ボランティアセンター(略：ボラセン)設置・運営訓練

項目 計画 実績
①日時 ２０１０年８月～２０１０年１１月 2010/8/29 滝ノ沢小 400
②場所 藤沢市内 2010/11/7 消防訓練ｾﾝﾀｰ 1128
③従事者人員 ３０人 ３０人
④対象者 １００人 １５２８人
⑤支出見込額 ４０，０００円 １０，４００円

イ 災害ボランティアコーディネーター養成講座（初級編）
項目 計画 実績

①日時 ２０１０年１０月～２０１１年２月 2011/2/12,13 天神会館 9
②場所 藤沢市総合防災センター 2011/2/26,27 職員会館 10

2010/11/27,28 鵠沼市民ｾ 17
2010/10/29 伊勢原 9

③従事者人員 １０人 １０人
④対象者 ６０人 （３０×２回） ４５人
⑤支出見込額 ９０，０００円 ８０，１７０円

ウ 会報「ＦＳＶｎｅｔニュース」の発行 （２回）
項目 計画 実績

①日時 ２０１０年４月～２０１１年３月 2010/8 推進センター 総会特集号
②場所 藤沢市内 会報10号
③従事者人員 ６人 ３人
④対象者 一般市民 一般市民
⑤支出見込額 ６５，０００円 ３５，０００円

④相互理解のための交流の場づくり
シンポジューム、交流会参加
項目 計画 実績

①日時 ２０１０年１月 2010/7/30 つくばゆかりの森 7
②場所 横浜 2010/12/9 東京国際ﾌｫｰﾗﾑﾎｰﾙ 7

2011/1/25 県民ｾﾝﾀｰ 80
（防災ｷﾞｬｻﾞﾘﾝｸﾞ）

③従事者人員 ３人 ５人
④対象者 一般市民 一般市民
⑤支出見込額 ３０，０００円 ２１８，９４３円
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第２号議案
２０１０年度 収 支 計 算 書
（特定非営利活動に係る事業会計）

２０１０年４月１日から ２０１１年３月３１日まで
特定非営利活動法人藤沢災害救援ボランティアネットワーク

科目 予算 実績 増減 備考

(△予算超過)

Ⅰ 収入の部

１ 会費収入

① 会費 150,000 153,000 △3,000 団体3,000×19 団体5,000×2
個人1,000×58 個人5,000×1

個人2,000×6 個人11,000×1

２ 事業収入

① ネットワーク化の推進

ワークショップ開催

参加費 400,000 2,147,065 △1,747,065 藤沢市NIED共同実験支援
(支援事業4件)

②災害時の活動体制づくり 0 0 0
③ 各種講座の開催

コーディネーター養成講習会

参加費 54,000 22,400 31,600 一般1000 会員800

④ 交流会の場づくり 30,000 40,000 △10,000
３ 寄付金 40,000 30,000 10,000
４ 補助金 0 0 0
５ 受取利息 10 384 △374 受取利息
６ 雑収入 7,500 △7,500 ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ（中級編で換金）
当期収入合計 （A) 674,010 2,400,349 △1,726,339
前期繰越収支差額 1,109,754 1,109,754 0
収入合計 （B) 1,783,754 3,510,103 △1,726,339

Ⅱ 支出の部

１ 事業費

① ネットワーク化の推進

ワークショップ開催 150,000 789,850 △639,850 災害情報通信実験他
②災害時の活動拠点体制づくり

ア：サテライト設置支援 45,000 66,040 △21,040 資料パンフ印刷他(鵠沼六会)
イ：情報伝達の体制づくり 40,000 0 △40,000 情報ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの育成(延期)
③ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ訓練各種講座広報啓発

ア ボラセン設置・運営訓練 40,000 10,400 29,600 防災訓練準備他
イ コーディネーター養成講習会 90,000 80,170 9,830 初級講座
ウ 会報の発行 65,000 35,000 30,000 会報第10号 特集号 パンフ

④交流会の場づくり

シンポジューム、交流会 30,000 218,943 △188,943 交流会
２ 管理費

役員報酬 0 0 0
事務局人件費 35,000 35,000 0 局長、局員２（３名分）
消耗品費 10,000 13,000 △3,000
通信費 30,000 70,908 △40,908 郵送料等
ネットワーク使用 70,000 52058 17,942 災害情報用ネット年間使用料
研修費 10,000 0 10,000
会議費 30,000 14,547 15,453 会場、施設機器使用料他
事務所賃貸料 3,000 2,400 600 特定設備使用料（ロッカー）他
負担金 10,000 10,000 0 神奈川ネットワーク年会費
租税公課 0 0
雑費 10,000 15,465 5,465 一時避難所支援、手数料他

３ 予備費 6,010 0 6,010

当期支出合計 （Ｃ) 674,010 1,413,781 △739,771
当期収支差額 （Ａ）－（Ｃ） 0 986,568 △986,568
次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 1,109,754 2,096,322 △986,568
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監 査 報 告

特定非営利活動法人 藤沢災害救援ボランティアネットワーク
（特定非営利活動に係わる事業会計）

２０１０年４月１日より２０１１年３月３１日までの会計処理
について監査を行い、会計帳簿・関係書類を照査した結果を報告
します。

監査所見

１．一般会計の出納台帳、収支計算書、財産目録、預金通帳等
会計帳簿は的確に処理されていることを認めます。

２０１１年 ６月 ２日
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第３号議案
２０１１年度 事 業 計 画 書 （案）

２０１１年４月１日から２０１２年３月３１日まで
法人の名称
特定非営利活動法人藤沢災害救援ボランティアネットワーク
略称：ＦＳＶネット

１ 事業活動方針
１）自主防災組織による地域防災力の向上支援と会員の拡充

ＦＳＶネットの存在を地域の自主防災組織に理解していただき、当ネットワークへの加入に
より日頃から顔の見える関係づくりとＦＳＶネットを活用した地域防災力の向上促進と支援
をしていきます。

２）関係団体、行政との連携強化
災害発生時にＦＳＶネットが効果的に機能するためには、社会福祉協議会をはじめとして
関係団体や行政と平常時から連携・協力を積極的に進める必要があります。藤沢市が実施
する総合防災訓練に参加し、関係諸団体と共同で事業を進めることを通して連携の強化を
はかっていきます。

２ 事業内容
（１）特定非営利活動に係る事業
①市民活動及びボランティア活動を行う団体・個人のネットワーク化の推進

ネットワーク化のためのワークショップ開催
①日時 ２０１１年４月～２０１２年３月
②場所 藤沢市総合防災センター、地区市民センター・公民館
③従事者人員 ５人
④対象者 ２０人
⑤支出見込額 ３００，０００円

②災害時の活動・拠点及び情報伝達手段の整備、体制づくり
ア サテライトセンター設置支援
①日時 ２０１１年９月（鵠沼）、１１月（六会）
②場所 地区市民センター・公民館
③従事者人員 ５人
④対象者 ４０人
⑤支出見込額 ４５，０００円

イ 情報伝達の体制づくり
①日時 ２０１１年４月～２０１２年３月
②場所 藤沢市内
③従事者人員 ５人
④対象者 ４０人
⑤支出見込額 ４０，０００円

③災害時を想定したシミュレーション訓練、各種講座の開催、広報啓発
ア 災害救援ボランティアセンター(略：ボラセン)設置・運営訓練
①日時 ２０１１年８月（本部、六会支部）
②場所 藤沢市内
③従事者人員 ３０人＋１５人
④対象者 １００人
⑤支出見込額 ４０，０００円

イ 災害ボランティアコーディネーター養成講座（初級）
①日時 ２０１１年１１月 ２０１２年１月
②場所 藤沢市内
③従事者人員 １０人
④対象者 ４０人 （２０×２回）
⑤支出見込額 ９０，０００円

ウ 会報「ＦＳＶｎｅｔニュース」の発行 （２回）
①日時 ２０１１年４月～２０１２年３月
②場所 藤沢市内
③従事者人員 ６人
④対象者 一般市民
⑤支出見込額 ６５，０００円
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④相互理解のための交流の場づくり
シンポジューム、交流会参加

①日時 ２０１２年１月
②場所 横浜
③従事者人員 ６人
④対象者 一般市民
⑤支出見込額 ３０，０００円

⑤災害ボランティアバス派遣
①日時 ２０１１年７月
②場所 岩手県
③従事者人員 ４人
④対象者 一般市民 募集３０人
⑤支出見込額 ６０，０００円

⑥一時避難所支援
①日時 ２０１１年４月～２０１２年３月
②場所 県立かながわ女性センター避難所
③従事者人員 １～２人
④対象者 避難施設利用者
⑤支出見込額 ５０，０００円
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３ 主な日程
No. 日 程 場 所 内 容

1 2011年 藤沢産業ｾﾝﾀｰ 第５回 定期総会 開催

６月１９日 ６階第３研修室

2 2011年 ボランティアバス 藤沢市と共催

７月３日～５日 岩手県 募集人員３０名

説明会 ６／２７（月）１９時～ 鵠沼市民センター

3 基本隔月 藤沢ＹＭＣＡ 運営委員会の開催

開催月：'2011/4,5,6, 7, 9, 11, 2012/ 1, 3

4 '2011/４月 市民ｾﾝﾀｰ 災害ボランティアコーディネーター養成講座（初級編）

～ 会議室（予定） 藤沢会場

'2012/３月 日時：２０１１年１１月 予定

場所：未定

会場（出前講座）

日時：２０１２年１月予定

場所：未定

5 2011年 御所見小学校 藤沢市総合防災訓練

８月２８日(日) 災害救援ボランティアセンターの設置訓練他 （本部・六会）

９月４日(日) 松田 神奈川県・市合同総合防災訓練

災害救援ボランティアセンターの設置訓練他

災害救援ボランティアセンター（支部）

８月～１１月 サテライト開設・運営シミュレーション訓練

六会市民センター 六会支部 日時：８月２８日（日） 本部との連携

鵠沼小学校 鵠沼支部 日時：９月１９日（月）

消防訓練センター 六会支部 日時：１１月 ６日（日） ：地区防災訓練

未定 善行 日時： 未定 ：地区防災訓練

6 2011年 会報（ＦＳＶnetニュース）発行 2011/6 2012/1

４月～'2012/3 臨時発行：総会特集 2011/8予定

7 随時 １）市民活動及びボランティア活動を行う団体・個人の

ネットワーク化の推進

・災害情報コーディネーター養成ワークショップ

（開催予定：年２回 ８月、１０月）

２）支援活動と会員募集

・関係団体、行政等の行事への参加

災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ(初中級編)他

・サテライトセンター設置支援（各市民センター・公民館）

３）藤沢市内１３の市民センター・公民館へのＰＲ展開

４）ホームページ運用充実他：情報ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ等
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第４号議案
２０１１年度 収 支 予 算 書 （案）
（特定非営利活動に係る事業会計）

２０１１年４月１日から ２０１２年３月３１日まで

特定非営利活動法人の名称 特定非営利活動法人藤沢災害救援ボランティアネットワーク

科 目 予 算 前期予算 増減 備 考
Ⅰ 収入の部

１ 会費収入 団体3,000×20 団体5,000×2

①会費 156,000 150,000 6,000 個人1,000×58 個人5,000×1

２事業収入 個人2,000×6 個人11,000×1

①ネットワーク化の推進

ワークショップ開催 参加費 0 400,000 △400,000 NIED委託金

②災害時の活動体制づくり 0 0
③各種講座の開催

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成講習会 参加費 54,000 54,000 0 1,000 円×10人×3件

800 円×10人×3件

④交流の場づくり 参加費 30,000 30,000 0 総会後交流会

３ 寄付金 120,000 40,000 80,000 5,000×4×2 広告

４ 補助金 0 0 0 災ﾎﾞﾗ支援金 80,000

５ 受取利息 10 10 0
６ 雑収入 0 0 0
当期収入合計（Ａ） 360,010 674,010 △314,000
前期繰越収支差額 2,096,322 1,109,754 986,568
収入合計（Ｂ） 2,456,332 1,783,764 672,568

Ⅱ 支出の部

１ 事業費

①ネットワーク化の推進

ワークショップ開催 30,000 150,000 △120,000 帰宅困難時通信実証

②災害時の活動拠点体制づくり

ア：サテライト設置支援 45,000 45,000 0 六会、鵠沼、善行、湘南大庭

イ： 情報伝達の体制づくり 40,000 40,000 0 情報ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの育成

③ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ訓練、各種講座、広報啓発

ア：ボラセン設置・運営訓練 40,000 40,000 0 防災訓練準備他

イ：ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成講習会 90,000 90,000 0 教材、講師料他 出前講座含む

ウ：会報の発行 65,000 65,000 0 会報１１号１２号 特集号

④交流の場づくり

シンポジューム、交流会参加 30,000 30,000 0 ｷﾞｬｻﾞﾘﾝｸﾞ協賛金

⑤災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱバス派遣 岩手県 60,000 0 60,000 岩手県方面

⑥一時避難所支援 50,000 0 50,000 利用者生活物資等支援

２ 管理費

役員報酬 0 0 0
事務局人件費 35,000 35,000 0 局長、局員

消耗品費 10,000 10,000 0 用紙代等

通信費 30,000 30,000 0 郵送料等

ネットワーク使用 60,000 70,000 10,000 災害情報用ネット年間使用料

研修費 10,000 10.000 0
会議費 30,000 30,000 0 会場、施設機器使用料他

事務所賃貸料 3,000 3,000 0 特定設備使用料（ロッカー）

負担金 10,000 10,000 0 神奈川ネットワーク年会費

租税公課 0 0 0
雑費 10,000 10,000 0 手数料他

３ 予備費

0 6,010 △6,010
当期支出合計（Ｃ） 648,000 674,010 △20,010
当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） △287,990 0 △287,990
次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 1,808,332 1,109,754 698,578
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第５号議案

役員・運営委員 改選 （案）

１ 役 員 （特定非営利活動法人藤沢災害救援ボランティアネットワーク）
理事長 森井 康夫 特定非営利活動法人 藤沢市市民活動推進連絡会
副理事長 水島三千夫 特定非営利活動法人 藤沢市市民活動推進連絡会
理 事 信田 清治 特定非営利活動法人 神奈川海難救助隊
理 事 大田 哲夫 特定非営利活動法人 藤沢市市民活動推進連絡会
理 事 石黒 栄一 ニコニコ自治会
理 事 鈴木 勝貴 社団法人 神奈川県トラック協会湘南支部藤沢地区
理 事 佐川 昇 六会地区自治会連合会
理 事 堀 千鶴 六会地区自治会連合会
理 事 長谷川元保 くげぬま探求クラブ
理 事 稲葉 恵之 個人会員
理 事 田代 公一 個人会員
理 事 石崎 正彦 個人会員
理 事 矢部 直美 特定非営利活動法人 藤沢市市民活動推進連絡会
監 査 関根 寿樹 個人会員
監 査 安室 謙一 財団法人 藤沢ＹＭＣＡ

理 事 北島 令司 、近野喜美代 ２名 退任

２ 運営委員 ※印役員兼任
宮崎 厚生 藤沢市腎友会
田村 聡 生活協同組合コープかながわ
安室 謙一※ 財団法人 藤沢ＹＭＣＡ
加藤 路生 社団法人藤沢青年会議所 新任
中村 信幸 社会福祉法人 藤沢市社会福祉協議会

代 表 森井 康夫※ 特定非営利活動法人 藤沢市市民活動推進連絡会
副代表 水島三千夫※ 特定非営利活動法人 藤沢市市民活動推進連絡会

信田 清治※ 特定非営利活動法人 神奈川海難救助隊
石黒 栄一※ ニコニコ自治会
鈴木 勝貴※ 社団法人 神奈川県トラック協会湘南支部藤沢地区
梶村 悟史 藤沢エフエム放送株式会社
魚津 靖太郎 カトリック藤沢教会
服部 忠之 鵠沼藤が谷自主防災会
東澤 武彦 藤沢市柔道整復師会
野村 京子 鵠沼海岸5丁目町内会
小林 亘 鵠沼海岸5丁目町内会
桑島 威 鵠沼海岸5丁目町内会
橋本 園子 湘南リビング新聞社
前島 義雄 六会地区防災リーダー連絡会
河村 英二 くげぬま探求クラブ 新任
佐川 昇 ※ 六会地区自治会連合会
堀 千鶴※ 六会地区自治会連合会
芦垣 栄 六会災害救援ボランティアコーディネーター会 新任
長谷川元保 藤沢災害救援ボランティアセンター鵠沼支部設置準備会
大田 哲夫※ 南橘町内会
森井 康夫※ 八州台町内会
高尾 善彦 湘南大庭防災リーダーの会 新任
池端 真彦 湘南大庭防災リーダーの会 新任
大田 敏弘 藤沢市福祉団体連絡会 新任
稲葉 恵之※ 個人会員
北島 令司※ 個人会員
永井 譲 個人会員

３ 事務局
事務局長 水島三千夫 運営委員（副代表）兼任
事務局員 大田 哲夫※ 特定非営利活動法人 藤沢市市民活動推進連絡会

秋津百合子 六会地区防災リーダー連絡会 新任


